








Significance of Medical Social Worker to support the 
“Futoko” on Historical Background 














も り や NEET（ 不 就 労 者 Not in Education, 
Employment or Training）や SNEPT（無業者







































































































混乱期）、② 1950 年代後半から 1970 年代半ば
（学校恐怖症、登校拒否がクローズアップ）、③
1970 年代後半から 1980 年代（増え続ける学校




































1953 年「我が国の教育の現状（昭和 28 年）
（文部省）」VI の中で、1952（昭和 27）年 10 月
時点で、不就学児（学校登校を免除されている
子）が 5 万 5910 人、「長期欠席児」（1951（昭
和 26）年４月～ 10 月までに 50 日以上欠席し



































































で 4430 人（小学校全児童数の 0.05％）、中学校
で 1 万 2286 人（中学校全生徒数の 0.22％）合








③ 1970 年代後半～ 1980 年代
（増え続ける学校ぎらい、混迷の時代）












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































課題」教育心理学年報第 41 集　p. 159
II Wong. So Fei「Reframing futoko (school 
non-attendance) in Japan: a social movement 
perspective.」Thesis (Ph.D.)-University of 
Adelaide, School of Social Sciences, (2008)






























XII 文部省「生徒の健全育成をめぐる諸問題 : 
登校拒否問題を中心に」（（生徒指導資料 , 
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